
郭沫若在文学作品中所用的比愉

大 高 順 雄

SimileandMetaphorinLiteraryWorksofGuoMoRuo

OTAKAYorio

傘所 周知,比 諭是佳銃 的文体手法.「 故詩有六義焉 。一 日風。二 日賦。三 日比。

四日興。五日雅。六 日頒。上以風化下。下以風刺上。主文而謡諌。言之者無罪。聞之者足

以戒。故 日風。[鄭 注 風化風刺。皆謂讐喩不斥言也。主文主與楽之宮商相慮 也。議諌詠

歌依違不直諌。]」1.「詩文弘奥、包輻六義。毛公述傳、濁標興髄。量不以風通而賦 同、比

顯而興 隠哉。故比者附也、興者起也。」2.在 今天則成力杁知言培学最理想 的対象.星 然官

也是杓成郭沫若文体的特征之一.本 給 中随赴 引用詩鋒 里的涛句仮供参考.郭 沫若所用的比

諭用梧是`如',`象',`一 祥',`好 象'`讐 如',`那 祥',`真 象'.比 喩被分力宜喩simile(肯

定:X如 同Y一 祥;否 定:X不 像Y那 祥)和 同喩metaphor(肯 定:X是Y否 定:X不 是Y).

宜喩与向愉又分力肯定和否定.此 外 比愉句子(P:Q如R:s).
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宜 喩 按浩 法分 ・,.,其用 例 如下.

1如2象

1一 祥(貢 定)

1象....一 木羊

5似 乎._祥 子

3式

2-・ 祥(否 定)3好 象4讐 如5那 祥6真 象

2如_.一 祥3好 象_.一 祥4如 象_.一 祥

注1星 野恒校訂

3頁 。

2戸 田浩曉著

漢文大系12毛 詩尚書 詩譜序 東京 冨山房 昭和五十九年 増補版第五刷2一

新釈漢文大系65文 心離龍 下 東京 明治書院 昭和53年 比興 第三十六491頁 。
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II

宜喩的主体(左 辺)与 客体(右 辺)的 美系如下.単 括号[]内 的数字表示頻度.

II.A肯 定

1主 体=自 然現象[16]

1.1心 中={r'泉

在那朴素的心 中,和 山里的漢泉一祥没有什広渣津和生埃央奈着的心 中」,(北 伐途次 ニー

86)塵 も埃 も混 ざっていない山の谷川の ような彼のあの純朴な心の中に、

1.2清 神=太 空

他(冨 王阻明)的 精神我覚得真是如 象太z祥 博大,(王 阻明礼螢289頁)彼 の精神 は大

空のように広大だ と私は感 じる、

1.3斗 志代=虹

人 民斗志Z如 虹(京 夙集 古美絶交前后所児243頁)人 民の闘争心 は虹 のようだ

1.4他=長 虹

我是受他騙 了11他 好象那道 長虹,(巻 耳集 廓鳳虫劃凍166頁)私 は彼 に騙 され ました。

彼 はあの長い虹 のようです、

按:

1}

2)

3)

4)

5)

6)

7)

8)

におお らかに、

1.6

思想改革座核是和凡鋼雨式的,

きだ。

按:詩 経

1)怒 如調磯(周 南 ・如墳)憂 い はひ もじさの ようだ

2)心 之憂　 ,如 匪溝衣(郡 風 ・柏風)心 の憂 さは洗わない衣 のようだ

1.7浮 世=漆 夜

荘荘浮世_如 夜如漆,(櫻 花需筒59152頁)荘 々た る浮世 は_漆 黒 の夜の ようです、

詩経

有女如雲(鄭 風 ・出其東門)女 あ り、雲 のよ うだ

其從如雲(齊 風 ・徹筍)お 供 は雲のようだ

其從如雨(齊 風 ・敵筍)お 供 は雨のようだ

其從如水(齊 風 ・徹荷)お 供 は水 のようだ

貿髪如雲(邸 風 ・君子借老)黒 髪 は雲の ようだ

會弁如星(鄭 風 ・漠奥)冠 は星のようだ

麻女如雲(曹 風 ・婬蜘 麻の衣は陽炎の ようだ

副笄六珈,委 委佗佗,如 山如 河(廓 風 ・君子楷老)添 え髪、管、六玉、 しとやか

山の ように河のように

思想改革=是 和ii雨

(光明 日振1957.5.28)思 想改革はそ よ風小雨式であるべ
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1.8他 的生涯真好想在夜静 月明中乗夙破浪.(王 阻明礼螢289頁)王 陽明の生涯 は静

か な夜の月明か りに風 に乗 り波 を切 る ようである。

按:詩 経

1)麻 衣如雪(曹 風 ・蝉蟻)麻 の衣は雪の よう

1.9泪 珠=流 星

泪珠一祥 的流星堅 了.(星 天 星天176頁)涙 の玉の ような流星が落 ちた。

1.10我=大 渡河里面 的水

我 自己頗感覚着也象大渡河 里面 的水 一祥,一 宜是在崇 山峻蛉中迂 回曲折地流着.(我 的童

年3頁)私 は大渡河の川水 の ように、高 い険 しい山々 を縫 って曲 りくね って流 れている

ように強 く感 じていた。

1.11他=流 星

他就好象一穎流星 一祥,一 溜地跳起来 了.(星 天　寒宮248頁)彼 は流 れ星の ように飛 ん

で来る。

1.12表 情=云 尿

我看到毎一介人的表情都況1司飼地,就 象那梅雨太空稠云展迭.(荷 菊及其他 雨286頁)私

は各人の表 情が どれ も悶々 として、 ち ょうどあの梅雨空の積雲の一つ一つの ように見 えた。

1.13牌 子=姻 云

不要把称北大教授 的牌子来圧人,不 要把祢留美学生的資格来圧人,祢 須 知道逮和如姻如云

没 多大斤両 的奈西 是把人圧不倒勒 的1(集 外 討論注釈 運動其他148頁)あ なたの北京大

学教授 という肩書 きで、あなたの米国留学生の資格で人 を威圧 してはな りません。 その よ

うな煙の ような雲 のような重 さのない ものは人 を圧倒するこ とが出来 ないこ とを知 るべ き

です。

1.14名 字e写 在水上的

他(一 位陣亡了的朋 友的)名 字_我 相信息不会是象写在水上的一祥肥.(北 伐途次 小引

6頁)(戦 死 した友人の)...名 は水 の上 に書 いた もの ように消 えて しまわない と信 じる。

1.15喧 騒=近 潮

地 上的器声,已 如逸潮一祥,漸 漸退,(星 天 　寒宮244頁)地 上の喧騒が引潮 の ように

だんだん遠 のいて、

1.16改 斤=大 海

一介侠庁就象大海 一祥元迦 .(新 隼頒 在理智的光輝 中53頁)会 議場 は大海の ように涯 し

な し。

2主 体=人 工物[12]

2.1恐 怖=火

我佃的恐怖是如火如茶(如 火如茶 的恐怖)(成 句)我 々の恐怖 は火の ように赤 く、つばな

217一



社会文化学部論集 第6号

の ように白い。

2.2笑 容=頽 蛤

他的笑容就好想一枝洋蜀煙 的頽蜻一祥,几 乎把全身都要溶化下去.(百 合与蕃茄 上392頁)

彼 の笑い顔は蝋燭 の垂れた蝋 のようにな り、殆 ど全身 を溶か して しまいそうである。

2.3群 叶=玉 片

群叶如玉片紛披,(星 天 　寒宮244頁)乱 れた葉は砕けた玉 のように広が り、

按:詩 経

1)有 女如玉(召 南 ・野有花廉)女 あ り、玉の ようだ

2)義 衣如瑚(王 風 ・大車)毛 衣 は赤 い玉の ようだ

3)膚 如凝脂(衛 風 ・碩人)肌 は凝 った脂の ように白い

4)言 念君子 ・温其如玉(秦 風 小戎)夫 について言えば、玉のように優 しい

2.4枝=青 銅

枝干如青銅滑賦.(星 天 　寒宮244頁)枝 は青銅 のように滑 らかである。

25英 国人=鉄

冷酷如鉄的英国人(牲 利 的死 其三)鉄 の ように冷酷 な英人

2.6宇 宙=鉄

荘荘的宇宙,.,酷 如鉄1(女 神 第二輯 夙鳳浬葉n歌36頁)荘 々たる宇宙は、石のよう

に冷酷である。

2.7ヰ 果=木 屑

本来我伯 四川也是有一t+一,.果的,...吃 吋就和噛木屑一祥,(初 出r'7360頁)も ともと私 らの

四川に も林檎 はあるが、...食 べ ると、 まるで木屑 を噛むようである、

2.8清 因=橡 皮帯子

恨象是已鍾 失悼了弾性 的橡皮帯子一祥,...清 閑得不可比拡.(北 伐途次 三十120頁)弾

性 を失 った ゴム紐 の ようなもので、_暇 は比べ ものにな らない ぐらいだ。

2.9夙=刀

鳳如刀刮,(櫻 花需筒38頁)風 は刀の ように切 る

2.10明 星=元 数 的街灯

天上的明星現 了,好 象点着 元数的街灯.(星 天 天上的市街194頁)空 の星が 出る と、無

数の街頭の ように瞬 く。

2.11雨=錦

雨不断地下着,似 乎有 錦下去的祥子.(苅 菊及其他 下多去 七 新 的果実339頁)雨 は間

断な く降っていた。 まるで真綿が降って くるようだった。

2.12幼 年時代e高 屋地基

幼年吋代,讐 如高屋 地基,(櫻 花需筒44頁)幼 年時代 は高い家の土台の ようなものです、
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3主 体=動 物[10]

3.1我e蚊

我只如蚊地脆在地的脚労,(百 合与番茄 上393頁)私 はただ蟻 のように彼女の足元に脆 き、

3.2我=略 駝

我逸 ↑'沙漠中漂泊着 的狢駝,(百 合与蕃茄 上390頁)砂 漠 を彷復 う私 とい うこの酪駝 は、

3.3秋 草=獅 子皮

枯黄的秋草,使 全山就象蒙上了一大ヨ長獅子皮.(海 涛集 神泉 二262頁)黄 色 く枯 れた秋

の草は、全 山に大 きな獅子の皮 をかぶせ ている ようである。

3.4落 叶=金 色峡蝶

吋有落叶三五,戒 舞空中如金色 峡蝶.(女 神 湘 累16頁)時 に落 ち葉 が金色 の蝶の ように

空 を舞 う。

3.5心IJIz=鮮 虹的:...

我伯的心腔,好 象些鮮鉦的金色,在 水晶瓶里跳既1(女 神 女神之再13頁)我 らの心臓 は

真 っ赤な金魚の ように、水晶の甕の中で踊 っている。

3.6生 命プコ=虫昌虫皇

我的生命力些寛有蝸蜆那祥的執柾,(海 涛集 南 昌之一夜 四234頁)私 の生命力 には要す

るに蝿の ような執拗 さがある。

3.7易 水=尤

易水杁 尤口流 出,真 象一条尤.(武 則天 第三幕 第一一場153頁)易 水 は龍門か ら流れ出す

と龍の ようです。

3.8連 山=怪 物

天色逐漸昏 黒了下来,鈴 立在前面 的達山,阻 森得象一条鹿大的吃人的酷怪物.(海 涛集 流

沙 二246頁)あ た りは次第に暗 くなって来て、前方に甕 え立つ連山は、不気味で人を食

う巨大 な怪物 のようだった。

3.9英 国人=猛 曽

猛曽一祥 的x人 政府ロ釣1(肚 利的死 其三)猛 獣 のような殺人政府 よ。

3.10臥 伍=鴻 蛋

他佃的臥伍力什広都象鴻蛋一祥 一磁就破,(流 亡214頁)彼 らの部隊が どうしてぶっつか

ると卵の ように壊 れるのか、

按:詩 経

1)頷 如姻蜻(衛 風 ・碩人)項 はす くも虫の ように柔 らかい

4主 体=天 然物[3]

4」 雪声汲=白 水

前功尽奔,讐 如捏一雪声双,_頓 成一粥 白水也.(櫻 花需筒412頁)前 の努力が むだにな
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る ことは、 ち ょうど作 った雪だる まが_た ちまち一杯 のただの水 になって しまった よう

な ものです。

4.2文 芸 二石子

讐如一池平静的水,投 遊一快石子一不 管那石子是忽祥小,水 面必生波蚊,而 且波及全面水

面.文 乞是社会現象之一,勢 必炭生影ロ向 干全社会.(文 乞之社会 的使命201頁)た とえ

ば、池 の静か な水 に、石 を投 げる ような ものだ,.,水 面 は必ず波紋 を生 じ、波 は水面全体

に広が る。文芸は社会現象の一であ り、必ず影響 を社会全体 に及 ぼす。

4.3四 川人=鵬 蛋石

四川人却更象.,i蛋 石,(創 造十年鎮篇 五244頁)四 川 人は更 に盆 の上 のJ鳥 の卵 の

石の ようであ る、

5主 体=植 物[3]

5.1祢(=宋 玉)e橘

所以我希望休要能{移象逮橘 一祥,独 立不椅,凛 洌ヌ佳犯.(屈 原 第一293頁)だ か ら私 は

君が この橘の ように、独立不鵜、毅然 として犯 し難 くな り得 るように希望す る。

5.2名 字=地 丁花

他(=一 位陣亡了的朋友)的 名字_就 好象一籏地丁花的称子随着凪竜散到人同.(北 伐途

次小 引6頁)(戦 死 した友人の)名 は...童 の種の ように風 に乗 って世 の中に飛んで散 っ

て行 くだろう。

5.3恐 怖=茶

我伯 的恐怖是如火如茶(如 火如茶 的恐怖)(成 句)我 々の恐怖 は火の ように赤 く、つばな

の ように白い。

按:詩 経

1)手 如柔黄(衛 風 ・碩人)手 は野のつ ぐなの ように柔 らかい

2)野 有蔓草,零 露濃濃,有 美一人,娩 如清揚(鄭 風 ・野有蔓草)野 に蔓草、露が滴

り、美女一人あ り、 しとやか さが澄 んだよう

3)華 如桃李,卒 生之孫,齊 侯之子(召 南 ・何彼濃　)美 しさは桃李の よう、平生の

孫 と齊侯 の子

4)

S)

6}

7)

7)

g}

6

顔如舜華,顔 如舜英(鄭 風 ・有女 同車)顔 は花 のように美 し く艶やか

歯如瓠犀(衛 風 ・碩人)歯 はひさごの実の ように白い

首如飛蓬(衛 風 ・碩人)頭 はよもぎの ように乱れ る

轟衣如葵(王 風 ・大車)毛 衣 は葵 のよう

其甘如薄(郡 風 ・谷風)に が菜はなず菜の ように甘 い

有女如茶(鄭 風 ・出其東門)つ ばなのような女あ り

主体=人[3]
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6.1,.家 的灯火=来 人的眼晴

沿途只干 黒影森戸中偶ホ露 出一些衣家的灯火而已.那 是精 意深厚 的灯火,好 象来人的眼晴.

(海涛集 徐家埠 五216頁)沿 線 ではただ黒い影がたまたま農家の灯火 にいかめ しく現れ

るだけだった。それ はいか にも情の こもった灯火 だった、父母兄弟 の眼差 しのようだった。

6.2天 気=印 度人的ll色

欲雨不欲雨的梅雨的天代,好 象印度人的11色 一祥箆軍在黄浦灘上.(阻 春別167頁)雨 が

降るようで降 らない梅雨 の天気が印度人の顔色 の ような黄浦灘の上 に漂 っていた。

6.3宇 宙=血

荘荘 的宇宙,腱 秒如血1(女 神 第二輯 夙風浬築n歌36頁)荘 々たる宇宙 は、血 の よ

うに生臭 く汚 い。

7主 体e学 乞[1]

7.1水=分 光圏

博多湾水 映在太 阻光下,就 好想一面掛扱 大的分光 圏,(残 春20頁)博 多湾 の水 は太 陽の

光の下で、ち ょうど巨大 な分光図の ようだった。

8主 体=想 造物[1]

8.1煤 燗=悪 魔

黒7凶洒 的煤姻1悪 魔一祥!(女 神 第三輯 海舟 中望 日出159頁)黒 い もくも くと上が る煤

煙 は悪魔 のようだ。

II.B否 定

1主 体 ≠天然物[2]

1.1人 佃底歌声 ≠泪晶

我不相信 人佃底歌声有那祥泪晶一祥地宝撤.(女 神 第 一輯 湘累23頁)人 の歌声があ の

ような涙の ように澄 み透 っているとは信 じない。

1.2(太 阻出了土 ≠傍裡岐路)

オ象是太 阻出了土,使 遊歩 的作家伯不再傍裡岐路 了.漸 く地か ら太陽が昇 った ように、進

歩 的作家 らはもう分かれ道で彷iす るこ とが な くなった。(洪 波 曲 第十二章 疾n知 効草

四 文乞活劫188頁)

2主 体 ≠劫物[1]

2.1我 ≠弓

我不是磨房的鳥,(今 津妃游 二307頁)私 は粉挽 き屋の馬ではない、

III

同喩的主体和客体的美系如下.
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III.A肯 定

1主 体 ≠人工物[11]

1.1我 ≡火星子

[杁供 炉 中突然送 出一一介火星子出来的 吋候,Y「 火星子 的命這是只有感着孤独而且漸就

死灰的.孤 独就是↑人意枳的拾美,漸 就死灰是執着全人意沢 的升始.]我 当吋就好像成了

迭祥的一ノト火星子.(脱 寓蒋介石以后 五175頁)[r.の 中か ら突然一つの火花がほとば

しり出る時、 この火花の運命は孤独 を感 じ、かつ次第に死滅 して行 くこ と外 はない。孤独

は個人意識の台頭 であ り、次第に死滅 して行 くことは個人の意志 に固執す ることの始 ま り

であ る。]私 はこの時、 このような一・つの火花になった ようであった。

1.2我 ≡鉄鞭,鉄 錘,ヒ 首

我是呵,鉄 鞭,鉄 錘,ヒ 首;(武 則天 第四幕 第一一場207頁)私 は鉄の鞭、鉄 の錘、ヒ

首です。

1.3我 ≡美笛之器

我是一ノト美笛之器,(武 則天 第四幕 第一場212頁)私 は一合枡 で計 られる男だ、

1.4人 民 ≡代球

那(=人 民)是 絶対弾性的代球,只 要圧カー松,官 不仮立即恢夏 了原状,而 且超冠了原状.

(洪波 曲 第五章 宣佑周 二 洪鈎這鞍67頁)人 民 は絶対弾性 をもつ気球 であ り、圧力が

少 し緩み さえすれば、立 ちどころに現状 を回復す るだけでな く、現状 を超 えて しまう。

15大 雨 ≡傾盆(成 句)

天愈 来愈黒,突 然 呵下出一批傾盆大 雨.(海 涛集 南昌之一夜 四236頁)空 はます ます暗

くな り、突然盆 を覆す大雨が降 り出 した。

1.6流 星 ≡灯箆

清看那条流星,囲 区伯是他佃(牛 郎和須女)提 着灯箆在走.(星 天 天上的市街194頁)あ

の流星 をご らん、 あれは二人が提灯 を下げて歩いている姿ではなかろうか。

1.7格 凋 ≡烙E口

迭(=格 凋)就 眼奴乗佃共上 的烙 印一祥,(屈 原 第一幕297頁)こ の格 調 は奴隷 の頭 に

押 された烙印のように、

1.8高 射砲弾 ≡造花

高射炮更射 出朶朶的城花(洪 波曲 第十三章 撤守前后 一"正 又之釧"195頁)高 射砲 が

一輪つつ ビロー ドの造花 を打 ち上 げる
。

1.9生 命 ≡箭

人的生命便是箭,正 在海上放射啄1(女 神 第二輯 筆立 山美展望68頁)人 の生命 は矢で

ある、 ちょうど海上で射 られている。

1.10世 界 ≡大 陥坑
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迭祥一奈世界只是一ノト大陥坑,(高 漸離 第一幕10頁)今 の世 は大 きな落 し穴に過 ぎない。

1.11中 国 ≡墓地

是我把有声的中国1化 成了元声的墓地.私 は有声 の中国 を無声の墓地 に変 えて しまった。

按:詩 経

1)緑 今衣今,緑 衣黄裏,心 之憂　 ,局 維其已1(郡 風 ・r衣)緑 の衣 よ、表は緑で

裏は黄。心 の憂 さよ、何 時に已む

2主 体 ≡自然現象[9]

2.1雷 ≡窪(成 句)

春申君所了迭活,便 大/X雷 震,(高 漸離 第二幕39頁)春 申君 はこの話 を聞 くと、雷鳴 を

発 した(雷 震 のごとく怒 った)

2.2至 誠 ≡春天的和n,秋 天的明月

那是一片赤裸裸 的至減....那 是春 天的和n,秋 天的明 月,人 向的甘露,母 素胸 上的妨1

(高漸離 第四幕78-9頁)そ れは赤裸 々な至誠。...そ れ は春のそ よ風、秋 の月、社 会の

甘露、母乳 よ

3.3百 姓 ≡水

老百姓是水,水 可以載船,也 可以把船打翻.(武 則天 第三幕 第二場194頁)人 民 は水 だ、

水 は船 を載せ ることも出来るが、船 を覆す ことも出来 る。

3.4人 ≡水滴

室代是沸騰着的,_人 是沸水 中浮游着 的水滴,(阻 春別163頁)空 気 は沸騰 していた、_

人は熱湯 の中に浮かんでいる水滴だった。

3.5元 涯的專花 亜香海

一望元涯的io花
,漂 成一片香海.(海 涛集 徐家埠 八220頁)見 渡す限 りの渠の花畑 で、

一面香 りの海だった。

3.6万 馬 ≡海涛

可以看到万鳥奔騰 的海{(武 則天 第四幕 第二場226頁)万 馬の きおい立つ海の大波 を

見 るこ とがで きる。

3.7イ ホ(=屈 原)≡ 洞庭湖,是 長江,f

・休是洞 庭湖 ,休 是長江,休 是f海,(屈 原 第二幕319頁)あ なたは洞庭湖、 あなたは長

江、あなたは東海です、

3.8希 望 ≡海底携 月

前一神希望,...却 柊是海底携 月.(洪 波曲 第九章 反推遊 四 也在"劫 員"133頁)前 者

の希望は_終 に海底 の月 を掬 うことだった。

3.9中 国人 ≡砂

中国人据悦是.,散 砂,(創 造十年鎮篇 五244頁)中 国人 は盆の上のば らば らの砂 だ と
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言われる、

4主 体 ≡動物[6]

4.1臥 伍 ≡培曽

臥伍 立刻島曽散起了.(海 涛集 流沙 三250頁)隊 列 はたちまち鳥か獣 の四散 となった。

4.2臥 伍 ≡蝸蚊

臥伍立地成了乱了f的 蝿蚊.(海 涛集 流沙 二245頁)隊 列 はたちまち算 を乱 した蟻になっ

て しまった。

4.3士 兵螺弓 ≡蚊

公路 的爾労カー上一下 的士兵螺耳蚊接着,(旧 去来 前銭旧来二441頁)道 路の両側 を行

き来する兵士 や軍馬は蟻の列 をな して、

4.4嘉 定学夙 ≡弓牛

嘉定学n,杁 来一杯,...与 彼 鳥牛力群,(櫻 花有筒1644頁)嘉 定の学風 は、従来か ら悪

くなって、_そ の牛馬 の群 に入れて、

45天 逆不道 ≡毒蛇

原来上官侠父子,斐 炎都是天逆不道,我 一直和毒蛇伏在一起.(武 則天 第三幕 第二場 一

91頁)も ともと上官儀父子 と斐炎 は大逆無道で した、私 は毒 蛇 とず っと ぐるになって来

た。

4.6侍 ≡,n狗

有人悦我的侍涛痂狗(哉 声集 痕狗礼螢11頁)私 の詩 は狂犬だ と言 う人が いる

按:詩 経

1)轟 斯羽,読 読今,宜 爾子孫振振分(周 南 ・轟斯)き りぎりす は、数知れず、君の

子孫 は、盛んな り。

5主 体 ≡人[5]

5.1吋 向 ≡鉄面元情的凋侃者

日寸向単寛是 一位鉄面元情 的凋侃者(洪 波曲 第九章 反推避 五 利用托派138頁)時 間は

要するに鉄面無常な嘲笑者である。

5。2至 誠 ≡母来胸上的妨

那是一片赤裸裸的至減....那 是春天的和n,秋 天的明月,人 向的甘露,母 来胸上的妨!(高

漸離 第四幕 ・ 頁)そ れは赤裸々な至誠。...そ れは春のそ よ風、秋の月、社会の甘露、

母の乳房である。

5.3天 上的晩江 ≡焦沸的心血

那天上的晩江1不 是我焦沸 的心血 喝?(女 神 第三輯 沖杭牟 中163頁)あ の大空 の夕焼 け

こそ、た ぎりたつ私の心臓 の血 ではなかろうか。

5.4魑 蜴 ≡心

一224



郭沫若在文学作品中所用的比喩

魑蜴力心(武 則天 第三幕 第二場192頁)腹 や蜥蜴 を心 となす

5.5射 狼 ≡性

射狼成性(武 則天 第三幕 第二場192頁)山 犬や狼が性 となる

6主 体 ≡天然物[4]

6.1-f+-Z,木 与人生 ≡晶球的両面

乞木与人生,只 是一ノト晶球 的両面,(槍 国内的坪斌 及我対子創作 上的恣度227頁)芸 術 と

人生 は水 晶球の両面 に過 ぎない。

6.2地 ≡花u,n岩

地是花w岩 離成 的.(武 則天 第二幕 第一場153頁)あ のかた(=則 天武后)は 花 嵩岩 を

彫って作 ったものであ る。

6.3調 子 ≡握粥

文章是倣得不錯,凋 子満鰹幣.(武 則天 第三幕 第二場194頁)文 章は立派 だ。文調 に金

石の響 きが満 ちている。

6.4革 命核心 的新劫向 ≡新的根苗

真心 的革命核心也就采取 了新 的劫向,突 破那些 已腐或集将腐的果皮果核,而 遊炭 出新的根

苗来 。(海涛集 除家埠 一210頁)真 の革命 の中核 も新 たな動向を取 って、あのような腐 っ

たあるいは腐 りかけた果実の皮 と種 を突 き破 って、新 たな根 と苗 を産 出 した。

按:詩 経

1)蝉 蜻之羽,衣 裳楚楚(曹 風 ・蝉嵯)陽 炎の羽、衣 は楚 々

2)蝉 蜻之翼,采 采衣服(曹 風 ・蝉蟷)陽 炎の翼、美 しい服

7主 体 ≡学乞[3]

7.1高11/≡ 零度以下,負 号

一場高 巣不用悦已鋒冷去 了一半 .但 是剰 下了一半迩要冷到零度以下,生 出負号来 。(北伐

途次 二 四97頁)張 り切 った気分 は勿論 もう半 ば冷 めていた。残 った半分 も更 に冷め て

零度以下 にな り、マイナス符合 がついて しまった。

7.2大 宇宙的生命 ≡音圧

大宇宙 的生命就是音尿.(高 漸離 第四幕73頁)大 宇宙の生命 は音楽 であ る。

7.3巡 覧需籍或翻翻 目i≡ 情堵的交 曲

在需店里巡箆需籍,或 者翻翻 目:一一一t.s.K,...超絶吋室的灸魂的冒険,情 猪的交 曲.(百 合与蕃茄

中396-7頁)書 店で本 を見 て廻 った り、 目録 を捲 った りす ることは_時 空 を超絶 する

魂の冒険であ り、情緒の交響楽である。

8主 体 ≡植物[5]

8.1我 伯 ≡薔薇

我伯是 白色的単辮薔薇,1香 代随着微n可 侍十里.(百 花芥放 十里香90頁)我 々は白い
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単弁の薔薇 である、香気 はそ よ風 に乗って十里 まで匂 う。

8.2我 佃 ≡海彙

猫紅色的花朶貼着枝干升放,1因 此,人 伯 叫我fr]力貼干海業.(百 花芥放 鉄干海巣130

頁)真 っ赤 な花弁が枝の幹 に貼 り付いて開いている、だか ら人 々は我 々を幹 に貼 りついた

海巣 と呼ぶ。

8.4遺 稿 ≡向日葵

關於近代學識特別是参加民主蓮動以來的著述僅 少敷.因 此從這整個遺稿上便給我這檬的印

象:一 穎苗牡 的向 日葵剛剛纏開出燦燗的黄花便被人蓮根抜悼殿 了.(聞 一多全集 郭序1

頁)近 代 の学識に関 しては、特 に民主運動以来の著述は極めて少数である。故 に、 このす

べての遺稿 は私に次の ような印象 を与 える。勢 いよ く伸 びている向日葵 は向 日葵 はたった

今 きらきらと光る黄色の花が鮮 やか に咲 き始 まる と途端 に、人 に根 こそ ぎ引 き抜かれて踏

み潰 された。

85[姻]≡ 牡丹,名 花

一枝枝的姻 筒都升着了柴黒 的牡丹冴11峨 峨
,二 十世紀 的名花1(女 神 第二輯 筆立 山¥¥

的展望68頁)一 本一本の煙突が黒 い牡丹 を花 を開 き始めた。ああ、二十世紀 の名花を。

按:詩 経

1)何 彼穰　 ,華 如桃李.平 生之孫,齊 侯之子(召 南 ・何彼穰　)何 があそ こに茂 る

のか、花 は桃 や李 よ。平生の孫 と齊侯 の子 よ、

2)桃 之天天,灼 灼其華,之 子子 蹄,宜 其室家(周 南 ・桃天)桃 は若 く燃 え立つその

花 この娘が嫁 ぐ、その家に よし(娘e桃 とその花)

3)桃 之天天,有 責其實,之 子干蹄,宜 其室家(周 南 ・桃夫)桃 は若 く大 きいその実

この娘が嫁 ぐ、その家 によし(娘=桃 とその実)

4)桃 之夫夫,其 葉秦秦,之 子干蹄,宜 其室家(周 南 ・桃夫)桃 は若 く茂 るその葉

この娘が嫁 ぐ、その家 によし(娘=桃 とその葉)

9主 体 ≡人生[1]

9.1他 人之旗鼓 ≡自己的保障

巧子張他人之旗鼓,作 自己的保障 了.(櫻 花茜筒57146頁)彼 は他人の旗 と太鼓 を自分

の守 りとす るに巧みです。

10主 体 ≡食物[1]

10.1科 学 ≡甘乳

吸眈欧西的鈍粋科学的甘乳(槍 中徳文化需 一致宗 白隼157頁)西 洋の科学 という乳 を飲む

III.B否 定

1主 体 ≠自然物[1]

1.1称(=屈 原)≠ 湊,池 水
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休不是 一条小小 的渓水,イホ不是一イ・人造 的池水 噛.(屈 原 第二幕319頁)あ なた は小 さ

い渓水 ではない、あなたは人工池のみずではあ りませ ん。

1

1.1

同喩和宜愉共存

主体 ≡人工物=劫 物[1]

弥(=9曼 ・夢差)≡ 哉船;駿 弓

Iv

祢儒大 的人美愛底使徒,弥 清安息咀,1故 船,就 好象噺夙 的験耳,和 弥生前一祥,1早 又

奔騰上消灰法四斯野曽 的世界哉場.(和 平之光9曼 ・...挽 歌70頁)あ なた(=ロ マ

ン ・ロラン)は 偉大な人類の使徒である、 どうかお休 み下 さい、戦艦 よ、噺 く駿馬の よう

に、生前のあなたの よい うに、早 くもまた ファシス トの野獣 を撃滅す る戦場 を跳 ね回って

い らっ しゃる。」

v

1

1.1

句子比喩句子如下.

社会[5]

殿杯一介器皿=解 散一全組須

就和殿杯一全器皿是根 容易 的一祥,解 散一↑組恕当然也是根容易 的.(海 涛集 徐家埠 四

213頁)食 器 を壊す ことが容易 いの と同様、組織 を解散 させるこ ともご く容易 である。

1.2把 一団携了的鉄加在好鉄里面=把 泰国腐炬

就象把一 団携了的鉄加在好鉄里面一祥,我 要杁逮 内部来把泰国腐燈.(高 漸離 第二幕49

頁)錆 びた鉄 を良い鉄 の中に投 げ入 れるよう、私は安泰 な国を内部か ら腐敗 させ る。

1.3辻 青年 自由炭展=培 植'1^」木

我伯対干青年座核辻他佃 自由炭展,就 如象培植桝木一祥,(洪 波 曲 第九章 反推避 二 申

斥与召児126-7頁)我 々は青年に対 して彼 らを自由に発展 させ なければな らない、 ち ょ

うど樹木 を育てるの と同 じように、

1.4和 同志及干立群分手e移 植一株桝木而柾枝描活

和許多朝夕共赴的同志要分手 了,和 干立群也要分手 了,就 象要移植 一株'1^」木,而 同吋又生

生地杁樹上摘下 一条柾枝想要描活那祥,(洪 波曲 第十二章 疾夙知効草 五 等待爆炸191

頁)朝 夕 に共 に暮 らした同志 と別れなければならない、子立群 とも別れなければな らない、

それは一株 の木を移植 しなければな らない と、同時に木か ら生のまま股枝の片方をもぎ取 っ

て差 しこまなければな らないような ものである、
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1.5人 和李子涌向=流 水旧槽

人和 牟子就象流水旧了槽 的一祥都涌 向逮几.(洪 波 曲 第十五章 長沙大火 三 良心 的苛責

232頁)人 も車 も、 ち ょうど水 が溝 に流れ込む ように、すべ てここへ押 しかけた。

按:詩 経

1)鯖 魚頽尾,王 室如澱(周 南 ・如墳)お しき魚が尾 を焼 く、朝廷 は焼 くようだ。

2)有 冤侵侵,..子 羅 。我生之初尚無爲,我 生之後逢此百罹 。尚課無唯!(王 風 ・

冤夏)兎 が ここにいる、錐があそ こで網 に掛か る。私の生 まれた当初 はまだ何 もなか った。

私が生 まれた後 この百難 に遭 う。なお寝た まま動 くまい。

3)干 嵯鳩分,無 食桑甚!干 嵯女分,無 與士耽.(衛 風 ・眠手)お お鳩 よ、桑 を食べ

るな。おお女 よ、男 と耽るな。

4)投 我以木瓜,報 之以.一__(國 風 ・衛風 ・木瓜)私 に木瓜(ぼ け)を 投 げかけた、

それには玉で報い よう

2自 然[1]

2.1天 愈来愈黒,突 然向下出一批傾盆大雨.一 不,迭"傾 盆"丙 介字迩不能鯵形容,倒

可以悦是倒海翻江,或 悦,整 介 的天都袴場下来了的那祥.(海 涛集 南昌之一夜 四236頁)

空はますます暗 くな り、突然盆 を覆 したような大雨が降 り出 した。 いや、 この"盆 を覆す"

とい う言葉ではまだ形容 しきれない、海 を倒 し、河 を覆す と言ったほうが よかろ う、ある

いは空全体が崩れ落ちて来た と言お うか。

3宗 教[1]

3.1向 上海人同路就好象 向菩蒔求昊,(百 合与番茄 中395頁)上 海人に道 を尋 ねるの

は菩薩 に霊験 を求めるようなものであ り、

VI

法 国 作 家 安 徳 烈 ・布 雷 頓(1896-1966)定 義 道 了超 現 実 主 義:

Automatismepsychiquepurparlequelonseproposed'exprimer,snitverbalement,soitparecrit,

soitdetouteautremaniere,lefoncitonnementreeldelapensee.Dicteedelapensee,en1'absence

detoutcontroleexerceparlaraison,endehorsdetoutepreoccupationesthetiqueoumorale,一 和

鈍 粋 的 自律 性 心 理 活 劫.根 据 逮 紳 心 理 活 劫,人 伯 企 圏 利 用 悦 活,需 写,以 及 其 他 和 和 手 段

来 表 込 思 錐 的 現 実 作 用.亦 即 在 美 学 乃 至 道 徳 的 各 神 先 人 之 児 元 美 的 鉄 乏 理 性 栓 験 的 思 錐 的

口失 表 述,

列 句:

Poissonsolubre20

0ns'estaviseunjourderecueillirdansunecoupedeterreblancheleduvetdesfnユits;cettebueeon
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enaenduitplusieursmiroirset1'onestrevenubienlongtempsapres:lesmiroirsavaientdisparu.

幸容角孕[生白勺色20

一 天一/争人 想 到 了:把 果 実 的 羽毛 来要 集 聚 白土 的 杯 内 .他 把 返 神 雰厚 厚 地 徐几 ↑ 鏡 了.長

吋 以后 他 回来.鏡 子 都 看不 児了.境 子 一 張一 張 起 来逆,晃 劫地 走 汗 了.

不 消 悦郭 沫 若 知道 同 吋代 法 国 文学 思潮 和 想 到昇 入 逮 紳 看法,

帰 納

1母 庸 置 疑,郭 沫 若 元 沿 是 文 学 作 品迩 是 愴 文都 富 丁使 用 比q的 手 法.単 洞 杓 成 例

(II,III),和 句子 成 力 列.(IV).

2肯 定 宜 喩皐 自然 現 象[16],人 工物[12],劫 物[10],天 然 物[3],植 物[3],人

[3],学 乞[1],想 造 物[1]来 表迭.(II.A)

3否 定 宜 喩 掌天 然 物[2],劫 物[1]来 表 迭.(II.B)

4向 喩 皐 人 工 物[11],自 然 現 象[9],幼 物[6],人[5],天 然 物[4],学 乞[3],

植物[5],人 生[1],食 物[1]来 表込.(III.A)

く
ノ

〆
O

r
O

7
1

的数果.

`想得到'和`井 不意外'的 比愉
.

8本 文仮仮是我所研究的一・↑'中同友表,今 后将遊一歩探索比喩用法的例句,以 破洋

郭沫若 的文学手法之謎

否定向喩皐 自然物[1]来 表迭 。(III.B)

同喩和宜喩共存.[1](IV)

句子的比諭与社会[5],自 然[1],宗 教[1]有 美.(V)

如布雷頓 的超現実主文定x(VI),郭 沫若恵使用`想 不到'的 比喩和寺求`意 外'

不消悦他 受到 了在法 国文学 中炭展起来 的超現実 主又的影 日向.侍 鐙宴阪上使用了

1櫻 花 ・捨筒

2王 阻明礼笹

つ
」

4

5

∫0

女神

星室

肚利的死

如火如茶的恐怖

引 用 文 献

唐明中 黄高斌編注 櫻花需筒 一九一三 一二三 成都 四川民

出版社 一九八 一 。

郭沫若全集1万 史編 第三巻 奴乗制吋代 ・史学愴集 北京 人民

文学 出版社 一九八四.

郭沫若全集 文学編 北京 人民文学出版社 第一巻 一九八二,

同上

同上

同上
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7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

故声集

和平之光

断想四章

百花71放

古美絶交前后所兄

巻耳集

新隼頒

屈原

高漸寓

武則天

阻春別

残春

荷菊及其他

我的童年

初出i'7

百合与蕃茄

創造十年鍍篇

今津祀游

北伐途次

海涛集

旧去来

洪波曲

流亡

文乞之社会的使命

愴徳文化需

沿国内的坪」云及我対干創作上的恣度

安徳烈 ・布雷頓

郭 沫若 全 集 文 学編 第 二 巻 北 京 人 民文学 出版 社 一九八 二.

同上

同上

郭 沫若 全 集 文 学編 第 三 巻 北 京 人 民文学 出版 社 一 九八 三.

郭 沫若 全 集 文 学編 第 四巻 北 京 人 民文学 出版 社 一 九八 四.

郭 沫若 全 集 文 学編 第 五巻 北 京 人 民文学 出版 社 一九 八 四.

同上

郭 沫若 全 集 文 学編 第 六巻 北 京 人 民文学 出版 社 一九 八六,

郭 沫若 全 集 文 学編 第 七巻 北京 人 民文学 出版 社 一九 八六.

郭 沫若 全 集 文 学編 第八 巻 北京 人 民文学 出 版 社 一九八 七.

郭 沫若 全 集 文 学編 第 九巻 北 京 人 民文 学 出 版社 一九八 五.

同 上

郭 沫若 全 集 文学 編 第 十巻 北 京 人 民文 学 出 版社 一九八 五.

郭沫若全 集 文学編 第十一巻 北京 人 民文学 出版社 一九九 二.

同上

郭沫若全 集 文学編 第十二巻 北京 人 民文学 出版社 一九九 二,

同上

同上

郭沫若全 集 文学 編 第 十三巻 北京 人 民文学 出版社 一九九二,

同上

同上

郭沫 若全 集 文学篇 第十 四巻 北 京 人 民文学 出版社 一九九二.

同上

郭沫 若全集 文学編 第十五巻 北 京 人 民文学 出版 社 一九九〇.

同上

同上

AndreBreton,Manifestodusurrealisme,secondmanifestodu

surrealismPoissonsolubNLettreauxvoyantePositionpolitique

伽3㍑ 擁 α1醜 θαか傭3・P箔014go〃珈83磁 η吻 ∫5∫顔 ε脚 η塘3'θぬ

surrealismeounonDusurrealismeensesoeuvresvives,Jean-

JacquesPauvertediteur,s.d.,p.40.
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1

2

3

4

興

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22
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詩JIB比 興 研 究 文 獄 摘 録

(除了只關於賦的研究)

[比(直 喩)simile興(間 喩)metaphor賦(直 叙)declarative]

李 湘 詩経中的`比'法 中州學刊1981,11981,

周尚風 論`比'的 濯輯功 能 西北師院學報(肚 會科學)1983,11983.

夏傳才 説比的藝術 「詩経言語藝術」(北 京 語言出版肚)1985.

魏靖峰 試析詩経十五國風 的`比'孔 孟學報24,51986.

顧頷剛 起興 歌謡週刊941925.

鍾敬文 談談興詩 文學週報5,81927,

何定生 關於詩的起興 「古詩t辛」第三冊(北 卒 撲杜)1931。

朱 自清 關於興詩的意見 「古詩辮」第三冊(北/　 撲杜)1931.

張維思 論六詩之 「興」義 責善.,月 刊2,ll1941.

張朝何 涛鉛的 「興」及其起源 文学遺産増刊2(北 京 人民文学出版社)1956,

婁 暉 論`興'合 肥師院學報1962,11961.

徐公侍 詩興護微 恰爾濱師範學院學報1964,21964,

金沙江 關於詩経中興及其所起作用問題 的討論 光明 日報1961,11-121961.

王静芝 詩興繹例 中山學術文化集刊51970.

陳世駿著 王靖麟 澤 原興:粂 論 中國文學特質 香港中文大學 中國文化研究所學

報3,11970.

陳世駿 原`興 兼論中國文學特質 香港 中文大學中國文化研究所學報3,ll970.

斐普賢 詩経興義的歴史獲脹 「詩経研讃指導」(台 北 東大圖書公司)1977,

周偉民 読`興'華 中師院學報(哲 學肚會科學)1978,41978.

林東海 読`興 象'一 兼談賦比興 「文 學評論叢刊1」(北 京 中國肚會科學 出版

杜)1978,

周示行 詩経 中帯`有'字 興句的剖析 衡陽師專學報1980,11980.

程俊英 略談詩纒興的護展 華東師範大學學報1980,41980.

湯國鐵 談詩経 中興的表現手法 貴 陽師院學報1981,41981,

金明凱 興的異読 文史知識1981,51981.

夏傳オ 論興的藝術 「詩経言語藝術」(北 京 語言出版杜)1985,61985.

趙浦霧 象徴型興象與解詩的分岐 河北大學學報1982,31982.

李 湘`興 義耕原源 中州學刊1982,41982.
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23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

賦興

1

比興

1

2

3

4

5

6

7

8
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王 健 詩経 中的興與人和 自然的封鷹 復旦學報(肚 會科學)1982,41982 .

左松超 詩経興義與探原 香港浸會學院學報101983,

郭外琴 繹 興 象 一粂談音宋以來我國詩歌創作美學思想的轄攣 肚會科學(甘

}1983,11983.

李 湘`興'法 分類考 中州學刊1983,51983.

藥根詳 詩`興'義 研究及其衛見 孔孟月刊21,71983.

周示行 詩経興義新探墾例 「古典文學論文選」(長 沙 湖南人民出版杜)1984.

李 湘 毛詩系`興'考 江海學刊1984,11984。

趙浦森 虚擬動物興象的起源與祥瑞観念 福建論壇1984,21984.

趙浦森 興産生的時代與原始詩歌和神話的結束 天津杜會科學1984,31984.

溜重規 詩経興義的新観察 孔孟 月刊22,121984.

夏傳才 説興的藝術 「詩纒語言藝術」(北 京 語言出版杜)1985,

趙柿森`興':宗 教観念内容向藝術形式積澱 天津杜會科學1985,51985,

徐元濟`興'與 原始思維 福建師大學報1986,41986,

趙柿森 興的起源與詩歌藝術的飛躍 貴州大學學報(杜 會科學)1986,11986.

施柄華 毛詩興義析論 中華 文化復興月刊20,1-21987.

侃祥保 詩纒`興'意 類探 蘇州大學學報(哲 學肚會科學)1987,21987:

趙柿麟 興的分類,本 義和起源研究評述 遼寧大學學報(哲 學杜會科學)1988,5

1988,

王志忠 國風愛 庸詩中植物比興的奥秘 語文學刊(内 蒙古師範大學報)1988 ,51988,

劉傳新 興 一中國詩歌之本:中 國詩歌的原型研究之一 束岳論叢(濟 南)1989,2

1989.

苗 草 く詩纒 〉興法劉議 理論探討(吟 爾濱)1989,21989。

陳蒲 清 ・呉 康 賦 興 一意象 一意象 畳 加 教 與學1981,11981.

王季思 読比興 國文 月刊341945,

朱自清 比興 「詩言志緋」(上 海 開明書店)1947.

劉秋潮 風詩的 「比調」大陸雑誌12,121956.

徐復観 繹詩的比興 一重新璽定中國詩的欣賞基礎 民主評論9,151958.

王静芝 詩比興繹例 中山學術文化集刊51970.

何寄膨 詩経比興探究 幼獅月刊36,21972.

林信忠 詩経比興二義探究 師院文葦101973.

秦兆基 ・李寧 詩與比興 詩刊1978,41978.
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9

10

11

12

13
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15

16
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1$

19

20

21
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25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

興比賦

1

2

王季思 再q/4比興 學術研究1978,ll978.

黄瑞雲 詩経中的比興 華中師院學報(哲 學杜會科學)1978,41978.

宋 欣 ・程迅 古代比興説與形象思惟論 杜會科學職線1978,11978.

王蓮煕 談 中國古代文論 中的比興読 文藝論叢41978.

甑 群 論比興與 自然美 「文學評論叢刊1」(北 京 中國杜會科學出版肚)1978.

程俊英 詩経的比興 「文學評論叢刊1」(北 京 中國杜會科學出版肚)1978.

周満江 詩経的比興 語文月刊1979,31979.

羅立乾 経學家比興論述評 「古代文學理論研究叢書刊1」(上 海古籍出版肚)1979.

韓黎範 敷陳,比 付,起 興 一詩経的藝術手法 語文學習(上 海)1980,121980.

安 旗`比 興 新箋詩刊1980,71980,

王從仁`比 興'的 縁起和演化 古代文學理論研究51981.

陳新璋 古代詩詞比興手法的蓮用與評論 華南師院學報(杜 會科學)1982,11982。

蘇伊文 詩経比興初探 台中師專學報1,11982.

張 國風 比興別解 學術研究1982,51982,

銚慶瑞 ・孫唄 不能優比興而劣賦 文人 雑志1982,61982.

葛成民 關於`比 興読'臨 沃師專學報1983,31983.

張 毅 比興,神 思,妙 悟一中國古代文學批評家封藝術思惟的認識 南開學報(哲

學杜會科學)1984,21984.

苑重長 論詩経的比興藝術 錦州師院學報1984,21984.

劉君租 比興,固 是與擬制:詩 書禮諸書表達手法初探 哲學與文化12,31985,

周組誤 中國古代詩歌 的比興和想像 中國文學報361985,

王復藝 論詩経雨種比興的産生和相互作用 廣西師範大學學報1986,21986.

沈玉成 詩纒 中的比興 文史知識1986,51986.

趙柿森 六十余年比興研究述評 貴州大學學報(文 史哲)1986,121986.

播 樹 く詩 〉`比 興'辮 遼寧師大學報(杜 會科學)1988,31988.

唯 健 興義簡読 承徳師專學報(杜 會科學)1988,81988.

余 蘭 略論 古代詩歌 的比興手法 准陽師專學報(哲 學杜會科學)1988,41988.

瀟華榮 作爲試義批評的`比 興'読 文藝理論研究1988,51988.

李嫡海 く詩経 〉的比,興 與 く周易 〉卦,交 辮 的象徴 東北師大學報(哲 學杜會

科學)1989,41989,

李家生 談 く詩経 〉比興縁起與相關詩意 遼寧教育學院學報1990,11990.

楊次道 賦比興的研究 學藝(上 海)9,21919.

王晴満 甚麿是賦比興 新農報 副刊1928,
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賦比興三膣辮繹異 常徳師專學報1983,21983.

賦比興本義論(蒙 ミ言命貝武骨豊白勺護展)齊 齊吟爾師範學報1983,21983.

詩経賦,比,興 本義新探 文化遺産1983,31983.

關子賦比興的在探討 昆明師專學報1984,11984.

詩経賦比興閲要 僑光學報31984.

詩纒的賦比興手法 語文導報1985,11985.

詩経賦比興本義辮 一與張震澤 同志商灌 中州學報1985,41985,

賦比興別解 藝 文志31985,

詩経賦比興新繹 韓 山師專學報1986,ll986,

賦比興起源於周易 東岳論叢1986,41986.

從賦比興看詩纒創 作的虚實結構法則 河南大學學 報(哲 學杜 會科學)

1986.

一234一



郭沫若在文学作品中所用的比喩

38

39

40

41

42

謳兆麟

朱 樺

魯洪生

陳元峰

施柄華

略論賦比興観念的演進和獲展 湖南師大杜會科學學院1987,41987,

`賦比興'與 藝術審美的有幾性 文藝理論研究1988
,41988.

賦,比,興 理論 的熟成 遼寧大學學報(哲 學Tf會 科學)1988,51988.

〈詩 〉賦,比,興 古義護微 語文遺産1988,61988.

毛詩賦比興較論 成功大學學報(人 文杜會)241990。

付 白

本 文写期 同中特別参考魏靖峰的沿 文 「試析詩経十五 國風的`比'」(孔 孟 月刊281第 二十

四巻 第 五期 中國民國七十五年一 月26-31頁),而 且得到畏友/14山久雄(東 大名誉教授)

的建狭和武麩平 同学(立 命館大学排師)的 布雷頓 的超現実主又沿和例句的中文..D在 此

表示 由衷感i射.

キーワー ド:比 喩 明喩 暗喩 中国文学 郭沫 若

Keywords:simile,metaphor,ChineseLiterature,GuoMoRuo
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